
認定NPO 法人心澄 共同生活援助シェアホームおえん 

2026 年度 地域連携推進会議 

日時：2026 年 9 月 14 日（月）10：00-12：00 

会場：シェアホームおえん リビング 

参加：長崎市障害福祉課、自治会会長、弁護士（未成年後見人：入所者の身内枠） 

入居者 8名、おえん職員 4名 

 

1．10：00 開会あいさつ（理事長：宮本） 

普段から地域とは近く付き合わせていただいているため、年 1 回の報告会であり意見交換

の場であることを説明。集まってくれた地域の方へ挨拶を行った。 

2．10：05 シェアホームおえん紹介及び 2025 年度実績 

管理者より、パワーポイントを使用したおえんの紹介と昨年度の実績報告を行った。 

①おえんの中心的な対象者である困難事例における社会的課題と、「死なない生き方」を

見つけることが重要な理由をおえんでの調査をベースに説明。 

②おえんの ACEs 得点の分析と入所後の困難に相関があることを説明。トラウマケアなど

の困難ケースへの専門的な支援が必要であることを説明。年間の緊急対応件数が 130 件

と、入所から半年間に問題行動が多いことも支援結果として共有された。 

③イベント時や日常の写真を用いた事業説明 

④2025 年度の入居者の主観によるアンケートから、効果のあった取り組みを説明 

⑤地域連携として、地域の祭りの共同主催と、医療連携として訪問看護との連携が紹介さ

れた。 

⑤今年度の事業計画：巣立ち後の支援とステップハウス建設について 

入居者も長い人で 6 年ほどおえんに在籍しており、おえんからの巣立ちをテーマに座談会

や、地域への中間的な住居の確保を課題にしているが、資金の問題、入居者の特性による

繋がりにくさの課題など課題が多いことを共有された。今後は、月 2 回の巣立ちに関する

話し合いを継続しながら、課題の解決を目指す。 



 

3．10：30 おえん本制作報告 

入居者から 2026 年度進めているおえんの支援や体験談をまとめた本制作の進捗報告を行

った。先行して販売しているおえん冊子の説明や、就労継続支援 B型との共同事業として

の位置づけなども説明された。 

4．10：40 おえん施設見学 

入居者が、おえん施設についての説明を行った。 

5．10：50 質疑応答 

入居者代表とスタッフにより行った。主な質問として、おえん冊子・note の販売について

の質問があった。おえんを巣立った人の予後について、宮本から退去後活動量が落ちるク

ライエントが多いことを伝えられた。 

6．11：00 交流会 テーマ「おえんを巣立つ」 

入居者、スタッフ、委員で 5 人ほどの班に分かれて「巣立ち」をテーマに話し合いを行っ

た。巣立ちは、生活・仕事・対人関係・福祉サービスなどを組み合わせながら、自分で生

活を選んでいくこと。ただし、必要な時に助けを求められる状況をどう作るか、などおえ

ん入居者の課題に合わせた継続支援が必要であることも話し合われた。また、おえんにい

る間の土台として、選択の責任を取ること、地域とのつながりなどを作る重要性が共有さ

れた。 

7．11：50 閉会挨拶 

宮本より、今後も地域との連携を続けながら、年 1 回「地域連携推進会議」を継続してい

く方針を伝えられた。この地域連携推進会議の議事録は心澄のホームページで公表するこ

ととする。 

以上 


